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さて、あなたはこの山は

どこの山だと思いますか?

これは広重の東海道五十二次「掛川宿」の絵で、

かかつている橋はあの “大池橋"です。

第
二
地
域
の
歴
史
を
訪
ね
て

一　

今
回
か
ら
数
号
に
わ
た

っ
て
、
″弟
五
地
域
の
歴
史
の

一
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
案
内
し
て
く
だ
さ
る
の
は
、
地

一
元
秋
葉
通
り
の
郷
土
史
家
後
藤
喜
平
氏
で
す
。

広
重
の
東
海
道
五
十
二
次

「掛
川
宿
」
の
絵
の
何
枚

か
の
内
の

一
枚
に
、
橋
上
を
通
行
す
る
旅
僧
、
老
夫
婦
、

凧
を
追
う
子
供
と
誇
張
し
た
山
嶽
を
画
い
た
も
の
が

あ
り
、
掛
川
宿
紹
介
の
代
表
的
存
在
と
し
て
い
ろ
い
ろ

な
物
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

〃
秋
葉
山
遠
望
〃
つ
・

中
に
は
丁
寧
に

〃
秋
葉
山
遠
望
〃

と
説
明
ま
で
つ
い
て
い
る
も
の
も
あ

る
が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。

こ
の
絵
は
橋
の
西
、
倉
真
川
の
右
岸

か
ら
掛
川
宿
の
方
、
東
南
に
向
か
っ
て

画
い
た
も
の
で
、
こ
の
山
は
小
笠
山
で

あ
る
。
小
笠
山
も
近
年
開
発
さ
れ
て
来

た
が
、
そ
の
山
容
は
昔
も
今
も
変
わ

っ

て
い
な
い
。
一
一瀬
川
あ
た
り
で
町
家
の

階
上
よ
り
見
れ
ば
、
久
保
、
下
俣
の
都

市
化
さ
れ
た
住
宅
街
の
上
に
良
く
見

え
る
が
、
土
地
の
人
た
ち
も
あ
ま
り
知

つ
て
い
な
い
。
情
け
な
い
気
も
す
る
。

秋
葉
路
か
ら
な
ら
な
お

一
層
良
く
見

え
る
。

こ
れ

こ
そ

　

〃
秋
葉
山
遠
望
〃

今

一
つ
、
や
は
り
広
重
の
狂
歌
入
り
東

海
道
五
十
二
次
の
掛
川
宿
の
絵
が
あ
る
。

西
に
向
か

っ
て
画
い
た
も
の
で
、
絵
に
は

大
鳥
居
あ
り
、
灯
篭
あ
り
、
高
札
場
あ
り
、

秋
葉
山
と
お
ぼ

し
き
山
の
遠
望

が
画
か
れ
て
い

る
。
私
は
こ
の

方

が

本

物

の

「
秋

葉

山

遠

望
」
だ
と
思
う
。

（後
藤
喜
平
）

［編
集
後
記
］

こ
の
号
は
、
昨
年
度
の
広
報
部

部
員
の
み
な
さ
ん
の
協
力
で
完

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
役

を
降
り
た
後
ま
で
取
材
に
協
力

し
て
頂
き
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

〈広
報
部
員
〉

戸
塚
良
次
（七

日
町
）、
杉
村
義
秋
公
一瀬
川
）、

藤
原
康
弼
（上
屋
敷
）、
柴
田
均

（秋
葉
路
）、
遠
山
陽

一
朗
（秋
葉

通
り
）、
鈴
木
敦
夫
（鳥
居
町
）、

伊
東
剛
（橘
町
）、
服
部
保
（末
広

町
）、
新
堀
光
男
（長
谷
）

保存樹木紹介

長
谷
寺
境
内
の

『
ス
イ
リ

ュ
ウ
ヒ
バ
』

端
版

長
谷
区
内
、
長
谷
寺
境

内
に
あ
る

「
ス
イ
リ

ュ
ウ

ヒ
バ
」

は
、
平
成
六
年
人

月

一
日
に
掛
川
市

の
保
存

樹
木
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
木

の
途
中
か
ら
幾

筋
も

の
枝
が
空
に
向
か

っ

て
伸
び
る
容
姿

は
圧
倒
さ

れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
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